
飯能市の交通政策について

飯能市生活安全課交通政策室



飯能市の位置
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人口の推移と人口分布

人口・世帯数の推移 各年1月1日現在総人口

人口分布図

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

人口

(人)
83,181 82,974 82,422 81,874 81,266 80,829 80,513 80,293 80,070 79,708

世帯数

(世帯)
32,659 32,931 33,099 33,042 33,299 33,499 33,811 34,172 34,538 34,869

1 世帯

当たり

人員
2.55 2.52 2.49 2.48 2.44 2.41 2.38 2.35 2.31 2.29
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自動車保有率

47,706 47,407 47,620 47,900 48,661 48,753 48,788 
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市内公共交通網
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鉄道

 ・西武池袋線

 飯能駅、東飯能駅、東吾野駅、元加治駅

 ・西武秩父線

 吾野駅、西吾野駅、正丸駅

 ・ＪＲ八高線

 東飯能駅
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路線バス

バス事業者 市内系統数 運行本数(平日) 運行本数(土休日)

国際興業バス ２４ １９５ １７７

西武バス １１ １３７ １２９

イーグルバス ５ ２４ ４３
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タクシー／その他の移動手段

事業者数 登録台数

４事業者 ６０台

□タクシー

□その他の移動手段

内 容 実施主体 対 象 方 法

総合福祉センター送迎バス 社会福祉協議会 福祉センター利用者 特定旅客運送

福祉移送サービス事業 社会福祉協議会 障害者手帳をお持ちの方
福祉車両貸与事業

運転サービス事業

買い物ツアー 月1回
（車両：個人）

原市場地区

社会福祉協議会
買い物ツアー参加者 無償

サロン送迎 月1回
（車両：社協）

なぐり広場 サロン参加者 無償

買い物ツアー／サロン送迎

（車両：社協貸与）
たすけあいあがの 地区内の登録者 無償

原市場福祉センター送迎 市 施設利用者 無償

南高麗福祉センター送迎 市 施設利用者 無償

奥武蔵らくらく交通
NPO法人奥武蔵グリーンリ

ゾート
吾野・東吾野地区住民 自家用有償運送
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

拠点性

の低下

公共交通の負のスパイラル

利用者減

利便性低下 収支悪化

自動車中心の生活

→市街地の低密度化

施設の郊外化

公共交通空白

地域・不便地

域の拡大

拠点内の回

遊性向上の

低下

拠点間

の軸の

強化

生活拠点

乗継拠点

拠点への交通

手段の確保

拠点周辺への人口や

都市機能の集積

公共交通の活性化

→負のスパイラル

への歯止め

構成前 構成後

計画策定の背景と目的

飯能市では「飯能市地域公共交通基本計画」（平成２６年３月策定）に基づき、路線バスの維持・
確保や利用促進に関する取組などを進めてきました。

人口減少に伴う路線バス利用者の更なる減少といった課題や、公共交通が不十分な地域における住民の

移動手段の確保といった課題のすべての解決には至っていません。
都市回廊空間や新たな観光拠点などを結ぶネットワークについての公共交通の新たな役割として検討する
必要があります。

本計画は、このような状況に鑑み、地域住民や観光客等の来訪者の移動手段である公共交通の再編を

目指し、市全体の公共交通の維持・確保や利用促進等を進めるものです。

（１）計画の位置付け
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

【関連法令】

【上位計画】

【関連計画等】
【福祉関連】
・はんのうふくしの森プラン

・飯能市介護保険事業計画及び老人福祉計画
・飯能市障害者計画・飯能市障害福祉計画
・飯能市障害児福祉計画

【環境関連】
・第２次飯能市環境基本計画

【観光関連】
・飯能市観光ビジョン

連携

第５次飯能市総合振興計画基本構想 （平成28年3月策定）
計画期間：平成28年度から37（2025）年度まで

飯能市都市計画マスタープラン
（平成21年3月策定、平成29年3月改訂）

目標年次：平成21年から概ね20年

飯能市地域創生プログラム
まち・ひと・しごと創生総合戦略

計画期間：平成27年度から31年度まで

交通政策基本法

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一

部を改正する法律

飯能市地域公共交通基本計画
計画期間：平成26年度から35（2023）年度まで

飯能市地域公共交通網形成計画
計画期間：平成30年度から34（2022）年度まで

考え方

中間見直し・改訂

計画の位置付け
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

（２）飯能市の概況

公共交通によるカバー状況
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

観光入込客

メッツァの開業

 「やまガール」、「中高年の登山者」など、全国的にも登山人口が急伸してい

る中、本市で重点的に進めている観光施策の成果もあり、近年、飯能市内

への観光を目的とした来訪者が増加しています。
特に、春から初夏にかけて、また秋の紅葉のシーズンとなると、路線バス、鉄
道を利用して多くの登山・ハイキング客が山に向かう流れが顕著となってい
ます。

旅行人気エリアランキングでは、全国３位に「所沢・狭山・飯能」エリアがラン
クインしました。

2018年11月に「メッツァビレッジ」、2019年3月に「ムーミンバレーパーク」が
宮沢湖にグランドオープンし、年間100万人の来場者を見込んでいましたが、
2019年7月中には100万人を達成する見込みです。
●駅のロータリーの混雑への対応、鉄道から路線バス等への乗継円滑化に向
けた情報提供やバス待合環境の確保など、ハード面の整備も必要になると考
えます。
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

（３）基本方針と基本目標

暮らしを支える地域公共交通の実現をめざして
～市・交通事業者・地域が協働して「まもる・育てる・つくる」公共交通～

地域の幹線交通としての
路線バスを「まもる」

交通事業者との連携を強化して

軸となる路線の維持・改善を図る

路線バスを身近にして公
共交通を「育てる」

利用しやすい公共交通環境をつくり、

おでかけを促進する

生活を支える公共交通手
段を「つくる」

おでかけを支える公共交通手段を

地域が主体となって確保する

基本目標１ 基本目標2

課題１：将来像の実現に向けた市内拠点形成を支える公共交通網の形成
課題２：関係者の協働による公共交通を「まもる・育てる・つくる」取組の展開
課題３：需要や使われ方を意識した適切な移動サービスの提供
課題４：おでかけを守るための公共交通の活用
課題５：観光や産業等の需要を踏まえた移動手段の確保

基本目標3
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

（４）地域公共交通網形成の取組イメージ
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

（５）地域公共交通網の形成に向けた取組

基本目標１

地域の幹線交通としての路線バスを「まもる」

市内全路線 現状値（平成28年度）：2.03人/km

目標値（平成34年度）：現状維持

軸となる区間 現状値（平成28年度）：2.41人/km

目標値（平成34年度）：増加

施策１：バス路線の維持と継続的な見直し

・交通事業者との連携強化 等

施策２：観光等による公共交通利用促進策の実施

・観光施策と連携した利用促進 等

施策３：バス運行環境の整備

・バス停の待合環境の改善 等

施策４：需要に対応したバス路線の見直し

・施設立地等に対応したバス路線の見直し

【目標指標】 年間輸送人員／実車走行キロ
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

わくわく名栗クラブ
・国際興業バスの撤退問題を機に設置された団体

・名栗地区の団体・個人、行政が一体となって活動

・路線バスの利用促進、地区の活性化が目的

【事業例】川遊びイベント

・豊島区、狭山市、入間市、飯能市の

小学生対象

・河川広場で都会では味わえない体験

マスのつかみ取り、タイヤチューブで川下り等

・Ｈ30 215人参加

〇地域で取り組む公共交通の利用促進事業

15



飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

お散歩マーケット（エコツアー）

・年2回実施（春、秋）

・南高麗の山峡の集落「黒指・細田地区」が舞台

・豊かな自然と地域のおもてなしが魅力の手作りイベント

・山道散策しながら食や景色を堪能

・Ｈ31春 1,160人参加

・参加者全員、路線バスで参加

1日5往復の路線

⇒臨時便 約 25 往復（Ｈ31春）
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

基本目標2

路線バスを身近にして公共交通を「育てる」 現状値（平成29年度）市民アンケート結果＝41％

目標値（平成34年度）市民アンケート結果＝43％

（2ポイントの増加）

施策１：バス路線をわかりやすく見せるための取組の推進

・わかりやすいバス案内看板の設置 等

施策２：市民・地元企業を巻き込んだモビリティマネジメントの実施

・まちなかのおでかけに対するモビリティマネジメント

施策３：マイバス意識の醸成

・バスのことを理解してもらう取組 等

施策４：公共交通利用のための利便性の向上

・乗継利便性の向上 等

【目標指標】路線バスを1年間に1回以上利用した割合

17



飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

バスルートマップの作成・配布

バス案内表示の設置

公共交通ニュースの発行

市内「ノーマイカーデー」の実施
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基本目標３

生活を支える公共交通手段を「つくる」 全年代

現状値（平成29年度） 市民アンケート結果＝58％

目標値（平成34年度） 市民アンケート結果＝58％未満

６５歳以上

現状値（平成29年度） 市民アンケート結果＝84％

目標値（平成34年度） 市民アンケート結果＝84％未満

施策１：「おでかけ」を守るための検討

・飯能市地域公共交通対策協議会の運営

・地域での交通手段を導入するための仕組みづくり

・地域による主体的な運営組織づくり

施策２：社会資源の活用の検討

・スクールバスの混乗

・送迎バスの活用検討

【目標指標】
将来（10年後）の外出に不安を感じる人の割合

飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】
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飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】

○奥武蔵小学校スクールバスへの
地域住民の混乗制度の実施

○吾野地区・東吾野地区住民を対象と
した公共交通空白地有償運送の実施
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○家事援助等のたすけあい活動に伴う移動手段の確保の検討（一部地区）

○地域福祉推進組織における無償のボランティア移送サービスの継続

○地域主体による交通手段の導入・確保マニュアルの作成(令和元年5月作成)

○福祉の視点から求められる移動手段の検討

(はんのうふくしの森プラン、介護予防・生活支援サービスの充実に関する協議体)

飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～平成34（2022）年度】
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吾野地区・東吾野地区の地域課題

【公共交通網に関する課題】
・鉄道は通っている。
・鉄道駅までの交通手段が無い。

・地域が主体となって実施している送迎

サービスの担い手や持続性の確保が必要。

【地域特性を踏まえた現状・課題】
・少子高齢化の進行、大幅な人口減少

・地域福祉推進組織のたすけあいによるサロ

ン送迎や買い物ツアー、移動販売が実施され

ている。
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茶の間（サロン）・買い物ツアーに参加したい！！

利用できる人：吾野地区在住で同意書を提出された方

利用できる日：地区ごとに設定された「茶の間」「買い物ツアー」の開催日

行き先：「茶の間」の開催場所、市内及び近隣市の商業施設

利用料金：茶の間への送迎…無料、買い物ツアー…200円（参加費）

利用方法：予約制

受付期間：利用日1か月前～3日前

受付日：月・水・木 午後1時～3時

実施主体：福祉の推進組織「たすけあいあがの」

運転手：無償のボランティアドライバー

吾野地区福祉の推進組織

たすけあいあがの「らくだ号」
吾野地区

限定
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通院、買い物、金融機関など個人の用事に使いたい！

移送の種別：公共交通空白地有償運送（道路運送法 自家用有償運送）

登録番号 埼玉県交第１号

利用できる人：吾野・東吾野地区に在住・在勤で利用登録された方

利用できる日：毎週火、木、金曜日（その他の曜日については応相談）

行き先：吾野・東吾野地区内、飯能市内 ※吾野・東吾野地区外での乗車不可

利用料金：２㎞まで500円 以降１㎞ごとに100円加算

運行時間：午前8時から午後6時まで

利用方法：利用登録後、利用日前日までの予約

実施主体：NPO法人奥武蔵グリーンリゾート

運転手 ：国土交通大臣認定講習を受講した

ドライバー

ラクタク

～公共交通空白地有償運送～

奥武蔵らくらく交通「らくたく」
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スクールバスで地区内の鉄道駅や、飯能駅周辺まで行きたい！

利用できる人：吾野地区、東吾野地区に在住・在勤で利用登録された方

利用できる日：スクールバスの運行日（毎月の「運行計画」に記載）

乗降場所：奥武蔵小児童の乗降場所

利用料金：無料

運行時間：スクールバスの運行時間（詳細は「基本時刻表」に記載）

利用方法：あらかじめ決められた停留地点で乗車

運行受託者：国際興業株式会社 貸切バス運送

運行主体：飯能市（生活安全課交通政策室）

奥武蔵小学校スクールバス混乗制度
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移動手段を重ねた結果！！
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今後も地区の状況に応じて移動手段を確保
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おわり

ご清聴ありがとうございました。
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